
 

 

 

八王子市産婦健康診査費用助成事業実施要綱 

 

令和 5年 10月 1日施行 

改正 令和 6年 4月 1日 

 

（目的） 

第１条 産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図るため、出産後間もない時期の産婦に対し、母体の身

体的機能の回復、授乳状況及び精神状態の把握等を行う健康診査（以下「産婦健康診査」という。）に係る

費用を助成し、産後の初期段階における母子に対する支援を強化する。 

（対象者） 

第２条 出産日から起算して2か月までの産婦（死産及び流産した者を含む）。ただし、産婦健康診査の受診時、

本市に住民登録を有する者に限る。 

（対象となる産婦健康診査） 

第３条  

(1)  内容 

   ア 問診（生活環境、授乳状況、育児不安、精神疾患の既往歴及び服薬歴等） 

   イ 診察（子宮復古状況、悪露及び乳房の状態等） 

   ウ 体重・血圧測定 

   エ 尿検査（蛋白・糖） 

   オ 産婦の精神状況に応じて、アンケートを用いた客観的なアセスメント 

（２） 回数 

   対象者 1人につき 2回以内とする。 

（３） 受診時期の目安 

  産後 2週間頃と産後 1か月頃とする。 

（実施医療機関） 

第４条 市長が、業務委託契約を締結した産婦人科、産科又は婦人科を標ぼうする医療機関を実施医療機関 

とする。                                

（受診票及びアンケートの交付） 

第５条 市長は、妊娠届出を受理したときに、届出人に対し産婦健康診査受診票（第１号～第６号様式。以下 

｢受診票｣という。）及び産婦健康診査アンケート（第７号～第 10号様式。以下｢アンケート｣という。）を交付 

する。 

２ 妊産婦が市外から転入した場合は、産婦健康診査受診票及びアンケート交付・再交付申請書（第１１号様 

式。以下「申請書」という。）の提出により、受診票及びアンケートを交付する。 

（受診票及びアンケートの再交付） 

第６条 受診票及びアンケートの再交付は、原則行わないものとする。ただし、やむを得ない事情があると認め



   

られる場合には申請書の提出により、再交付することができる。 

 

（受診方法） 

第７条 産婦は受診前に受診票及びアンケートを実施医療機関に提出し産婦健康診査を受診する。 

（受診票の有効期間） 

第８条 有効期間は、出産日から起算して 2か月とする。 

（受診票及びアンケートの取扱い） 

第９条  

（１） 受診票の取り扱い 

    実施医療機関は、産婦健康診査を実施した場合には、受診票の所定欄に産婦健康診査及びアンケート 

の結果、今後の方針を記入するものとする。 

  （２） アンケートの取り扱い 

    実施医療機関は、事前に記載されたアンケートを受け取り、支援が必要と認められる場合、速やかに市 

   に連絡するものとする。 

（事後措置） 

第１０条 産婦健康診査の結果、実施医療機関から本市に連絡があった産婦に対して産後ケア又は訪問指導

等の支援策を実施する。 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項については、別に定める。 

     

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和５年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行日前に交付された受診票及びアンケートは、要綱の施行の日以後においては、要綱の規

定により交付されたものとみなす。 

 

附 則 

 （施行期日） 

 この要綱は、令和6年 4月 1日から施行する。 

 

 

 

 

 


